
富山市から福祉避難所として指定を受けました。

昨年の秋頃から富山市防災対策課から話があり、

協議していましたが、平成26年２月25日付けにて富

山市と「災害時における福祉避難所の設置運営に関

する協定」「災害時における聴覚障害者への救援体制

に関する協定書」を結びました。

災害種別は、「富山市地域防災計画に掲げる災害（地

震、水害、火災、雪害等）」

地域防災計画上の指定区分として富山県聴覚障害

者センターを「福祉避難所」

支援の対象者は、「高齢者、障害者、妊産婦、乳幼

児、病弱者等、 通常の避難所での生活において、何らかの特別な配

慮が必要となる人･･･」とされ、特に聴覚障害者に対する配慮のできる福祉避難所として、

富山市からの要請に応じて要援護者を受け入れることになります。

また、災害時における聴覚障害者への救援体制に関する協定では、①富山市地域防災計

画に基づく救援活動において、聴覚障害者に対して、手話通訳を実施する必要が生じた場

合は、手話通訳者及び支援者の派遣を行う。②センターは聴覚障害者に関する被災情報の

収集、聴覚障害者への情報伝達に努めるものとする。富山市は災害時の活動において聴覚

障害者の情報伝達方法に配慮するとともに、センターの活動に協力するものとする。とい

う内容です。

これを機に、平成26年度において、かねてからの課題である、センターを核とした富山

県聴覚障害者災害対策本部の設置を関係団体とともに設立し、災害に備える活動を始める

予定です。

★センター運営募金をお寄せ下さい★

郵便振替口座；00790-0-93002

名称；富山県聴覚障害者センターを支える会

センター利用の実績 ２月 21日～３月20日
●来所者合計約697名
（聴覚障害者；約303名／健聴者；約394名）

●コミュニケーション支援４７件
●相談対応１０件 ●部屋貸出４４件
●ライブラリー貸出２件２本

今年もＮＴＴか
ら電話お願い手
帳とファクス用
紙を寄贈頂きま
した。各支部定
期総会でもらっ
て下さい。

難聴者の集い、学習会「ひつだんサロン虹」が
センターで開かれています。

４月１３日（日）の午後
センター ボランティア交流室
主宰は本会幹事の西田勤さんです。

お気軽にご参加下さい。

●協会とセンターのホームページ

http://www.tomichokyo.or.jp

●手話通訳・要約筆記・ライブラリ・セ

ンター利用の「手引き」を配布してい

ます。

http://www.tomichokyo.or.jp

